
 
 

 
 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

池
之
端
文
化 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

        

 

 

 

   

 

  

 
 

        

総
会
は
高
橋
理
事
の
司
会
で

初
め
に
出
席
状
況
の
報
告
の
後

平
山
理
事
長
が
「
大
事
な
今
後

二
年
間
の
事
業
計
画
の
慎
重
審

議
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶

し
る
議
長
に
渡
邉
正
一
顧
問
を

選
出
し
議
案
の
審
議
に
入
り
ま

し
た
。 

                 

 
 

       

第
一
号
議
案
・
平
成
二
十
六

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
関
係

書
類
承
認
の
件
は
、
本
間
敏
道

専
務
理
事
が
原
案
を
朗
読
し
、

満
場
一
致
で
可
決
承
認
、
第
二

号
議
案
・
平
成
二
十
七
年
度
事

業
計
画
、
収
支
予
算
並
び
に
経 

費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決
定 

                 

の
件
で
本
間
専
務
理
事
が
、
貸

借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
を
朗

読
し
、
続
い
て
坂
内
仁
英
理
事

が
監
査
報
告(

代
理)

を
行
い
、

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

第
三
号
議
案
・
平
成
二
十
七

年
度
に
お
け
る
借
り
入
れ
金
額

の
最
高
限
度
額
決
定
の
件
に
つ

い
て
は
、
従
来
ど
お
り
二
千
万

円
と
し
た
い
と
説
明
が
あ
り
、

第
四
号
議
案
・
役
員
報
酬
決
定

の
件
で
も
従
来
ど
お
り
支
給
し

な
い
旨
を
説
明
し
、
い
ず
れ
も

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

第
五
号
議
案
・
定
款
一
部
変

更
の
件
に
つ
い
て
は
、
本
間
専

務
理
事
よ
り
役
員
の
定
数
を
変

更
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
り
、

現
在
の
理
事
の
定
数
を
「
十
二

人
以
上
十
五
人
ま
で
」
を
、「
十

人
以
上
十
二
人
ま
で
」
に
変
更

す
る
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ

、

そ

の

た

め

の

第

六

号

議

案
・
定
款
変
更
申
請
に
お
け
る

字
句
一
部
修
正
委
任
の
件
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
第
七
号
議
案
・
理
事

及
び
監
事
選
挙
の
件
で
は
、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
従

来
通
り
選
考
委
員
に
よ
る
指
名

選
挙
で
行
い
た
い
と
議
長
よ
り

提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
後
、

四
名
の
選
考
委
員
が
指
名
さ
れ
、

選
考
委
員
会
が
開
か
れ
、
新
し

い
理
事
十
二
名
と
監
事
二
名
が

選
ば
れ
、
全
員
が
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

こ

の

後

別

室

に

お

い

て

第

一
回
目
の
理
事
会
が
開
催
さ
れ

理
事
長
に
平
山
良
一
氏
を
再
選
、

副
理
事
長
、
専
務
理
事
、
常
務

理
事
を
選
出
し
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
午
後
六
時
よ
り

別
室
に
お
い
て
協
賛
会
を
交
え

た
懇
親
会
が
開
か
れ
、
本
間
専

務
理
事
よ
り
新
役
員
の
紹
介
が

行
わ
れ
、
再
選
さ
れ
た
平
山
理

事
長
が
「
今
年
度
は
常
設
委
員

会
を
見
直
し
、
四
委
員
会
を
今

ま
で
以
上
に
組
合
員
、
協
賛
会

制
と
し
、
ま
た
、
女
性
経
営
者

に
も
組
合
運
営
に
参
加
し
て
戴

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
た
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

来
賓
の
挨
拶
で
は
、
東
京
都

中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
橋
北

総
務
課
長
と
、
協
賛
会
の
大
内

会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
頂

戴
し
ま
し
た
。 

 

渡
邉
正
一
顧
問
の
音
頭
で
全

員
が
乾
杯
し
、
い
つ
も
な
が
ら

の
和
や
か
な
歓
談
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
宴
も
た
け
な
わ
の
午
後
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第４９回通常総会開催 

平山体制が 2 期目正念場に 

組合員主導の組合運営に転換へ 

 

第
四
十
九
回
通
常
総
会
が
五
月
二
十
日(

水)

午
後
四
時

よ
り
、
台
東
区
の
「
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
」
に
於
い
て

開
催
さ
れ
、
各
議
案
が
巣
経
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
忍
苦

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
平
山
良
一
氏
が
再
選
さ
れ
、

二
期
目
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
、
正
念
場
を
迎
え
厳
し
い

組
合
運
営
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

第 49 回通常総会であいさつする平山理事長 

http://www.label-tokyo.com/
mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


八
時
前
に
山
本
進
平
相
談
役
に

中
締
め
を
お
願
い
し
、
無
事
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

新
役
員
は
次
の
通
り
。 

■
理
事
長
・
平
山
良
一
■
副

理
事
長
・
近
藤
健
司
■
専
務
理

事
・
本
間
敏
道
■
常
務
理
事
・

弓
納
持
昇
、
西
村
仁
、
清
宮
和

夫
■
理
事
・
植
田
治
司
、
坂
内

仁
英
、
野
尻
公
義
、
森
田
賢
、

北
島
憲
高
、
本
堂
誠(

新
任)

■

監
事
・
田
中
健
二
、
林 

泉(

新

任)
 

 Ⅰ
 

事
業
方
針 

景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
始
め

た
矢
先
の
消
費
税
の

5

％
か
ら

8

％
へ
の
ア
ッ
プ
は
、
誰
も
が

予
想
し
た
通
り
大
幅
な
消
費
の

落
ち
込
み
が
現
実
と
な
り
、
国

民
の
消
費
意
欲
に
水
を
差
す
結

果
と
な
っ
た
。
自
動
車
や
弱
電

な
ど
の
一
部
大
企
業
は
昨
年
に

引
き
続
き
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
従
業
員

の

9
7

％
を
占
め
る
中
小
企
業

や
小
規
模
零
細
企
業
に
と
っ
て

は
、
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
現
実

が
続
い
て
い
る
。 

中

国

や

韓

国

な

ど

近

隣

諸

国
と
の
関
係
改
善
も
進
ま
ず
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
を
経

過
し
た
今
も
復
興
と
は
名
ば
か

り
の
現
実
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

相
変
わ
ら
ず
の
国
債
に
頼
る
政

府
予
算
は
今
期
も
変
わ
ら
ず
、

後
世
の
世
代
に
借
金
を
押
し
付

け
て
い
る
。 

組

合

は

平

山

体

制

が

２

期

目
と
な
り
、
い
よ
い
よ
そ
の
真

価
が
問
わ
れ
る
年
に
な
る
が
、

シ
ー
ル
印
刷
四
国
協
同
組
合
が

３
月
末
で
解
散
と
い
う
厳
し
い

現
実
も
あ
り
、
組
合
の
存
在
意

義
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て
い
る
。 

 
ど

こ

の

組

合

も

組

合

員

の

減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
い

の
が
現
状
で
、
組
合
運
営
も
大

き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。 

当

組

合

も

こ

れ

ま

で

の

常

設
委
員
会
の
在
り
方
を
根
本
的

に
見
直
し
、
拡
大
委
員
会
、
技

術
委
員
会
、
研
修
委
員
会
、
イ

ベ
ン
ト
委
員
会
の
４
委
員
会
と

し
、
理
事
や
支
部
長
、
委
員
長

の
責
任
と
役
割
を
明
確
に
し
、

長
い
間
続
い
て
き
た
事
務
局
頼

り
の
組
合
運
営
か
ら
、
組
合
員

主
導
の
組
合
運
営
に
転
換
す
る

こ
と
を
大
き
な
目
的
と
し
た
。 

い

よ

い

よ

組

合

も

来

年

は

創
立
５
０
周
年
と
い
う
大
き
な

節
目
の
年
を
迎
え
る
が
、
歴
代

の
理
事
長
や
先
人
た
ち
が
描
い

た
組
合
の
理
想
像
に
一
歩
で
も

近
づ
け
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ

と
が
、
我
々
の
使
命
と
考
え
、

さ
ら
に
よ
り
良
い
組
合
運
営
を

目
指
し
た
い
。 

Ⅱ
 

実
施
事
業 

１
．
拡
大
委
員
会 

組
合
員
の
減
少
に
歯
止
め
を
掛

け
る
た
め
、
協
賛
会
等
に
も
全

面
的
に
協
力
を
仰
ぎ
、
非
加
入

業
者
に
対
し
て
組
合
行
事
へ
招

待
し
、
組
合
の
実
態
を
知
っ
て

も
ら
い
、
組
合
加
入
に
繋
げ
る

活
動
を
実
施
す
る
。 

２
．
技
術
委
員
会 

 

組
合
員
の
技
術
向
上
の
た
め

に
、
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
へ
の
積
極
的
な
出
品
勧
誘

や
、
い
ま
組
合
員
が
最
も
困
っ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
最
新
の
馬

術
の
紹
介
の
た
め
の
技
術
研
修

会
を
開
催
す
る
。 

３
．
研
修
委
員
会 

 
組
合
が
主
催
す
る
技
術
研
修

会
、
経
営
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
旅

行
な
ど
各
種
研
修
に
つ
い
て
企

画
を
担
当
、 
経
営
者
、
従
業

員
を
対
象
と
し
た
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
く
。 

４
．
イ
ベ
ン
ト
委
員
会 

 

業
界
の
恒
例
行
事
度
な
っ
た

ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機
材
展
を
初

め
、
組
合
研
修
旅
行
な
ど
組
合

の
イ
ベ
ン
ト
行
事
を
他
の
委
員

会
と
共
同
で
実
施
し
て
い
く
。 

青
年
部
が
第
三
十
一
回
総
会 

新
部
長
に
藤
井
崇
徳
氏 

 

青

年

部

の

第

三

十

一

回

通

常
総
会
が
、
五
月
十
五
日
午
後

六
時
半
よ
り
、
台
東
上
野
の
「
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
」
に
於
い
て
開

催
さ
れ
、
新
部
長
に
大
進
ラ
ベ

ル
印
刷
の
藤
井
崇
徳
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
は
事
業
報
告
、
会
計
報

告
、
監
査
報
告
が
い
ず
れ
も
承

認
さ
れ
役
員
改
選
の
後
、
今
年

度
事
業
計
画
と
予
算
案
を
可
決

承
認
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
「
製
造
業
か
ら
創

造
業
へ
」
を
テ
ー
マ
に
し
、
こ

れ
ま
で
の
青
年
部
の
交
流
会
や

勉
強
会
も
続
け
な
が
ら
，
印
刷

産
業
青
年
連
絡
協
議
会(

印
青

連)

や
中
央
会
と
の
異
業
種
交

流
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
決
定
し
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。 

 

 

                          

       新部長の藤井崇徳氏  



 
 

    

全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合

会
の
第
五
十
五
六
回
通
常
総
会

は
、
五
月
二
十
八
日(
水)

午
後

三
時
よ
り
、
上
野
精
養
軒
に
於

い
て
開
催
さ
れ
、
役
員
改
選
で

は
新
会
長
に
田
中
浩
一
氏(

東

京
都
正
札
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組

合
理
事
長)

が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。 

 

総
会
は
第
一
号
議
案
・
平
成

二
十
六
年
度
事
業
報
告
並
び
に

決
算
関
係
書
類
承
認
の
件
、
第

二
号
議
案
・
平
成
二
十
七
年
度

事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
お

よ
び
経
費
の
賦
課
・
徴
収
の
件
、

第
三
号
議
案
・
残
高
最
高
限
度

額
の
件
、
第
四
号
・
役
員
報
酬

決
定
の
件
、
第
五
号
議
案
・
定

款
の
一
部
変
更
の
件
、
第
六
号

議
案
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
の
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
い 

 
 

      

ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

役
員
改
選
で
は
、
五
期
十
年

務
め
た
小
宮
山
会
長
が
、
体
調

不
良
を
理
由
に
辞
意
を
表
明
し

て
い
た
た
め
、
選
考
の
結
果
正

札
シ
ー
ル
組
合
の
田
中
浩
一
理 

事
長
が
会
長
に
選
出
さ
れ
、
残

り
の
協
同
組
合
の
理
事
長
が
八

副
会
長
に
就
任
、
ま
た
定
款
の

一
部
変
更
で
、
片
桐
事
務
局
長

が
員
外
理
事
と
な
り
専
務
理
事

に
就
任
し
ま
し
た
。 

 

連
合
会
も
各
協
組
組
合
員
の

減
少
に
よ
っ
て
こ
の
二
年
間
で

三
十
社
減
少
し
、
四
国
の
組
合

が
解
散
す
る
な
ど
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

新
会
長
に
寄
せ
ら
れ
た
期
待
は

大
き
い
。 

 

歯
止
め
の
き
か
な
い
組
合
員

減
少
に
同
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る

の
か
、
年
次
大
会
と
ラ
ベ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
に
特
化
し
て
い
る
事

業
を
今
後
ど
う
広
げ
て
い
く
の

か
、
山
積
し
た
課
題
は
多
く
、

田
中
新
体
制
に
注
目
し
た
い
。 

 

新
委
員
会
構
成
が
決
定 

 
 

全
員
参
加
型
に
移
行
へ 

 

組

合

で

は

こ

れ

ま

で

の

常

設
委
員
会
を
見
直
し
て
、
新
た

な
委
員
会
制
度
に
す
る
こ
と
が
、

組
合
の
総
会
で
承
認
さ
れ
た
が

る
新
委
員
会
と
各
委
員
は
次
の

通
り
で
す
。 

■
拡
大
委
員
会 

委
員
長
・

西
村
仁 

委
員
・

植
田
治
司 

惟
住
隆
英
、
藤
井
崇
徳 

 

■
研
修
委
員
会 

委
員
長
・

清
宮
和
夫 

委
員
・
林 

 

泉 

大

澤

雅

純

、

日

野

秀

子 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鈴
木
義
明 

■
イ
ベ
ン
ト
委
員
会 

委
員

長
・
本
堂 

誠 

委
員
・
栗
原

正
文 

池
田
薫
代 

前
田
八
重

子 

 
■
技
術
委
員
会 

委
員
長
・

北
島
憲
高 

委
員
・
高
橋
邦
浩 

岡
崎
敦
彦 
川
端
信
夫 

  

こ
れ
ま
で
の
常
設
委
員
会
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
事
務
局
主

導
で
動
い
て
い
た
も
の
を
、
組

合
は
全
員
参
加
型
で
あ
る
べ
き

と
い
う
理
事
長
の
方
針
か
ら
、

組
合
員
主
導
の
組
合
運
営
を
目

指
し
た
も
の
。 

 

不
法
就
労
は
禁
止
で
す 

事
業
主
も
処
罰
の
対
象 

 

不

法

就

労

は

法

律

で

禁

止

さ
れ
て
い
ま
す
。
不
法
就
労
し

た
外
国
人
だ
け
で
な
く
，
不
法

就
労
さ
せ
た
事
業
主
も
処
罰
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
平
成
二
十

四

年

七

月

か

ら

導

入

さ

れ
た

「
中
長
期
在
留
者
の
在
留
管
理

制
度
」
に
よ
り
，
在
留
カ
ー
ド

を
所
持
す
る
外
国
人
が
就
労
で

き
る
か
ど
う
か
の
判
別
が
容
易

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

不
法
就
労
と
な
る
の
は
次
の

三
つ
の
場
合
で
す
。 

①
不
法
滞
在
者
が
働
く
ケ
ー
ス 

密

入

国

し

た

人

や

オ

ー

バ

ー
ス
テ
イ
の
人
が
働
く 

②
入
国
管
理
局
か
ら
働
く
許
可

を
得
て
い
な
い
の
に
働
く
ケ
ー

ス 

 

観
光
や
知
人
訪
問
の
目
的
で

入
国
し
た
人
が
働
く 

留

学

生

が

許

可

を

受

け

ず

に
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る 

③
入
国
管
理
局
か
ら
認
め
ら
れ

た
範
囲
を
超
え
て
働
く
ケ
ー
ス 

 

外
国
料
理
店
の
コ
ッ
ク
と
し

て
働
く
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
人

が
機
械
工
場
で
単
純
労
働
者 

と
し
て
働
く 

                                 

 

全
日
シ
ー
ル
連
合
会
第
五
十
六
回
総
会 

 

新
会
長
に
田
中
浩
一
氏
を
選
出
す 

 
 

山
積
し
た
課
題
に
ど
う
取
り
組
む
の
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

新会長の田中浩一氏  



                                 

                                 

全
国
三
八
五 

万
社
の
中
小

企
業
、
中
で
も
そ
の
九 

割
、
三

三
四 

万
社
を
占
め
る
小
規
模

事
業
者
は
、
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
事
業
活
動
を
行
い
、
就

業
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
元
の
需
要
に
応
え
、

雇
用
を
担
う
な
ど
、
地
域
経
済

の
安
定
と
地
元
住
民
の
生
活
の

向
上
・
交
流
の
促
進
に
寄
与
す

る
極
め
て
重
要
な
存
在
で
あ
る
。 

一
方
、
我
が
国
は
、
人
口
減

少
、
高
齢
化
、
国
内
外
の
競
争

の
激
化
、
地
域
経
済
の
低
迷
等

の
構
造
変
化
に
直
面
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
構
造
変
化
は
、
地
域

の
経
済
・
雇
用
を
支
え
る
小
規

模
事
業
者
に
大
き
な
影
響
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
小
規
模
事
業

者
は
、
そ
も
そ
も
人
材
や
資
金

と
い
っ
た
経
営
資
源
に
大
き
な

制
約
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
そ

の
商
圏
及
び
取
り
扱
う
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、

価
格
競
争
や
リ
ス
ク
対
応
力
が

弱
い
た
め
、
構
造
変
化
の
影
響

を
受
け
や
す
い
。
加
え
て
、
小

規
模
事
業
者
が
抱
え
る
問
題 

と
し
て
、
経
営
者
の
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
後
継
者
不
足
等

が
経
営
の
低
迷
や
廃
業
に
直
結

し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
中
で
、
二
〇
一
四 

年
六 

月
に
、
「
小
規
模
企
業
振

興
基
本
法(

小
規
模
基
本
法)

」

及
び
「
商
工
会
及
び
商
工
会
議

所
に
よ
る
小
規
模
事
業
者
の
支

援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律(

小
規
模
支
援
法)

」

が
成
立
し
た
。
小
規
模
基
本
法

は
、
こ
れ
ま
で
中
小
企
業
基
本

法
で
規
定
さ
れ
て
い
た
「
成
長

発
展
」
の
み
な
ら
ず
、「
事
業
の

持
続
的
発
展
」
を
基
本
原
則
と

し
て
位
置
付
け
、
地
域
で
雇
用

を
維
持
し
て
頑
張
る
小
規
模
事

業
者
を
正
面
か
ら
支
援
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

二
〇
一
四 

年
は
小
規
模
事
業

者
の
振
興
施
策
の
方
向
性
が
大

き
く
転
換
し
た
年
で
あ
っ
た
。 

 

第
一
部
小
規
模
事
業
者
の
構

造
分
析 

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
第

一 

部
に
お
い
て
は
、
多
様
な
三

三
四 

万
社
の
小
規
模
事
業
者

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

構
造
分
析
を
行
う
。 

第

一 

部

第

一 

章

に

お

い

て
は
、
政
府
統
計
を
活
用
し
、

従
来
詳
細
に
分
析
さ
れ
な
か
っ

た
小
規
模
事
業
者
の
多
様
性
や

業
種
別
の
事
業
者
数
の
規
模
感

を
俯
瞰
す
る
と
と
も
に
、
現
在
、

小
規
模
事
業
を
営
ん
で
い
る
経 

                                 

 
 

第
１
回
目
と
な
る
小
規
模
企
業
白
書(

※)

は
、
全
体
で
２ 

部
構
成
と
し
て
い
る
。
第
１ 

部
で
は
小
規
模
事
業
者
の
構

造
分
析
を
行
い
、
第
２ 
部
で
は
、
「
小
規
模
事
業
者
の
挑

戦
‐
未
来
を
拓
く
‐
」
と
題
し
、
小
規
模
事
業
者
の
取
組

事
例
を
取
り
上
げ
る
。 

具
体
的
に
は
、
第
１ 

部
第
１ 
章
で
は
、
小
規
模
事
業

者
の
実
態
に
つ
い
て
分
析
し
、
第
２ 

章
で
は
、
よ
り
中
長

期
的
な
観
点
か
ら
、
小
規
模
事
業
者
の
経
年
的
動
向
に
つ

い
て
分
析
を
行
う
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
第
３ 

章

で
、
三
つ
の
柱(

効
果
的
な
経
営
力
の
向
上
、
新
し
い
働
き

方(

フ
リ
ー
ラ
ン
ス)

、
事
業
承
継
に
伴
う
新
た
な
取
組)
に

つ
い
て
分
析
を
行
う
。
第
４ 

章
で
は
、
小
規
模
事
業
者
の

地
域
と
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。 

ま
た
、
第
２ 

部
で
は
、
第
１ 

部
ま
で
の
分
析
を
受
け

て
、
小
規
模
事
業
者
の
取
組
事
例
を
４
つ
の
枠
組
み
か
ら

紹
介
す
る
。 

※
小
規
模
企
業
白
書
の
対
象
の
「
小
規
模
企
業
」
と
は
、

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法(

第
２ 

条
第
１ 

項)

に
定
義
さ

れ
た
、
お
お
む
ね
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
２
０ 

人

以
下(

商
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
は
５ 

人
以
下)

の
事
業
者
の

こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
本
白
書
の
本
文
中
で
は
、「
小
規
模

企
業
」
に
、
会
社
の
み
な
ら
ず
、
個
人
事
業
者
も
含
ま
れ

る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
記
す
た
め
、「
小
規
模
企
業
」
の

こ
と
を
「
小
規
模
事
業
者
」
と
し
て
い
る
。 

 

初
め
て
の
「
小
規
模
企
業
白
書
」
が 

経
営
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足 



営

者

を

対

象

に

実

施

し

た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
基

づ
き
、
人
材
・
資
金
・
事
業
引

き
継
ぎ
等
、
様
々
な
角
度
か
ら

見
た
小
規
模
事
業
者
の
実
態
に

迫
る
。 

第
二 

章
で
は
、
ほ
ぼ
半
世

紀
に
わ
た
る
小
規
模
事
業
所
数

の
推
移
、
さ
ら
に
、
業
種
別
の

事
業
所
数
の
推
移
に
ま
で
踏
み

込
ん
だ
長
期
的
な
動
向
を
見
る

こ
と
で
、
我
が
国
に
お
け
る
小

規
模
事
業
者
数
の
規
模
感
が
、

ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ
て
き

て
い
る
の
か
を
分
析
す
る
。 

第
三 

章
で
は
、
小
規
模
事

業
者
の
未
来
の
た
め
の
、
効
果

的
な
経
営
力
の
向
上
に
向
け
、

第
一
章
で
取
り
上
げ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、

小
規
模
事
業
者
の
販
路
開
拓
の

取
組
と
売
上
と
の
関
係
等
を
分

析
す
る
他
、
広
い
意
味
で
の
小

規
模
事
業
者
で
あ
る
“
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
”
の
事
業
の
実
態
を
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
基
づ
き

明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
事

業
承
継
と
小
規
模
事
業
者
の
業

績
の
関
係
性
を
示
す
。 

第
四 

章
で
は
、
地
域
に
根

ざ
し
た
事
業
活
動
を
行
い
、
就

業
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
小

規
模
事
業
者
の
地
域
に
お
け
る

役
割
に
つ
い
て
示
す
。
住
民
を

対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
地
域

活
性
化
や
地
域
課
題
解
決
の
た

め
の
取
組
が
住
民
に
ど
の
よ
う

に
映
っ
て
い
る
か
明
ら
か
に
す

る
他
、
小
規
模
事
業
者
の
活
動

が
、
地
域
を
支
え
る
。 

 

第
二 

部 

小
規
模
事
業
者
の

挑
戦
―
未
来
を
拓
く
‐ 

冒
上
で
ど
の
く
ら
い
の
重
み
を

持
っ
て
い
る
の
か
を
分
析
す
る 

 
 

頭
に
述
べ
た
と
お
り
、
小
規

模
事
業
者
は
、
様
々
な
構
造
変

化
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
経

営
層
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

等
、
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て

い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

な
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
、
顔

が
見
え
る
信
頼
関
係
に
基
づ
い

た
取
引
に
強
み
を
持
ち
、
大
企

業
が
応
え
き
れ
て
い
な
い
ニ
ー

ズ
を
捉
え
る
こ
と
で
、
価
格
競

争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
様
々
な

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
・
提

供
す
る
小
規
模
事
業
者
が
存
在

す
る
。
さ
ら
に
、
小
規
模
事
業

者
は
、
地
域
の
魅
力
を
内
外
に

広
め
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
し
進

め
る
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に

も
関
与
し
う
る
立
場
に
あ
る
。 

第
二 

部
で
は
、
こ
の
よ
う

に
、
経
営
者
の
た
く
ま
し
さ
と

創
意
工
夫
に
よ
り
、
現
在
事
業

を
営
ん
で
い
る
小
規
模
事
業
者

の
具
体
的
な
取
組
に
光
を
当
て

る
。
小
規
模
基
本
法
に
基
づ
き

策
定
さ
れ
た
「
小
規
模
企
業
基

本

計

画

」(

平

成

二

六 

年
十 

月)

に
お
い
て
設
定
し
た
四
つ

の
目
標(

需
要
を
見
据
え
た
経

営
の
促
進
／
新
陳
代
謝
の
促
進

／
地
域
活
性
化
に
資
す
る
事
業

活
動
の
推
進
／
地
域
ぐ
る
み
で

総
力
を
挙
げ
た
支
援
体
制
の
整

備)

の
観
点
に
立
ち
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
も
交
え
た
四

十
二 

事
例
の
様
々
な
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
。 

中
小
企
業
白
書
の
ポ
イ
ン
ト 

第
１
部
で
は
、
最
近
の
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
動
向

に
つ
い
て
の
分
析
に
加
え
、
よ

り
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
直

面
す
る
経
済
・
社
会
構
造
の
変

化
（
企
業
の
収
益
構
造
の
変
化

等
）
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

 

 

第
１
部
の
分
析
結
果
を
踏
ま

え
た
上
で
、
第
２
部
で
は
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
収

益
力
を
向
上
さ
せ
る
上
で
課
題

と
な
る
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

販
路
開
拓
」「
人
材
の
確
保
・
育

成
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
販
路
開
拓
に

つ
い
て
は
、
商
圏
が
広
い
事
業

者
ほ
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
実
態
が
あ
る
一
方
で
、
商

圏
が
狭
い
企
業
も
、
そ
う
し
た

取
組
を
行
う
こ
と
で
、
利
益
を

伸
ば
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
人
材
に
つ
い

て
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
に
お
い
て
も
、
研
究
開
発
、

営
業
、
Ｉ
Ｔ
等
の
分
野
の
専
門

人
材
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
地

域
ぐ
る
み
で
そ
う
し
た
人
材
の

確
保
・
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
例
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

 

第
３
部
で
は
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
が
根
ざ
す
「
地

域
」
に
つ
い
て
も
取
り
あ
げ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
域

資
源
の
活
用
や
地
域
社
会
の
課

題
の
解
決
を
通
じ
た
地
域
活
性

化
の
取
組
に
つ
い
て
、
豊
富
な

事
例
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

詳

細

に

つ

い

て

は

中

小

企

業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
。 
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■
六
月
病
と
は 

 
「
病
」
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
．
五
月
の
連
休
明
け
頃

に
、
お
も
に
新
入
学
の
大
学
生

の
間
で
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
心
身
の
不
調
で
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
特
に
社
会
人 

                 

の
場
合
、
五
月
月
で
は
な
く
六

月
に
、
同
じ
よ
う
な
状
態
に
な

る
人
が
増
え
て
お
り
、「
六
月
病
」

と
呼
ば
れ
て
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

そ
も
そ
も
「
五
月
病
」
も
「
六

月
病
」
も
正
式
な
病
名
で
は
な 

く
、
医
学
的
に
は
適
応
障
害
と

診
断
さ
れ
ま
す
。
な
ぜ
、
六
月

に
心
身
の
不
調
を
訴
え
る
人
が

増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

理

由

と

し

て

考

え

ら

れ

る

の
は
、
新
人
研
修
期
間
を
長
く

取
る
企
業
が
増
え
て
い
る
こ
と

や
、
仕
事
の
Ｉ
Ｔ
化
・
専
門
化

な
ど
に
よ
り
、
ベ
テ
ラ
ン
社
員

も
四
月
か
ら
の
様
々
な
変
化
に

慣
れ
る
の
に
時
間
が
か
か
る
こ

と
。
そ
の
結
果
、
よ
う
や
く
慣

れ
る
六
月
に
、
た
ま
っ
た
疲
れ

や
ス
ト
レ
ス
が
、
心
身
の
症
状

と
な
っ
て
表
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

さ

ら

に

六

月

は

梅

雨

に

入

る
な
ど
気
候
が
不
安
定
な
こ
と

も
、
心
身
の
ダ
ル
さ
の
要
因
に

な
り
ま
す
。 

 

■
真
面
目
な
人
に
多
い 

六

月

病

に

な

り

や

す

い

の

は
、
真
面
目
な
性
格
の
人
が
多

い
と
い
う
共
通
点
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。「
す
べ
き
」
が
口
癖

だ
っ
た
り
、
完
璧
主
義
だ
っ
た

り
、
先
回
り
し
て
取
り
越
し
苦

労
し
た
り
、
少
し
の
ミ
ス
で
も

自
信
を
失
っ
た
り
…
…
。
こ
う

し
た
人
が
六
月
病
に
な
る
と
、

や
る
気
が
な
い
自
分
を
責
め
た

り
、
自
分
は
ダ
メ
だ
と
落
ち
込

ん
だ
り
し
が
ち
で
す
が
、
そ
れ

は
さ
ら
に
自
分
を
追
い
込
む
こ

と
に
な
り
逆
効
果
。 

六

月

病

の

自

覚

が

あ

っ

た

ら
、
絶
対
に
自
分
を
責
め
ず
、

少
し
ペ
ー
ス
を
落
と
し
て
、
休

む
時
は
し
っ
か
り
休
み
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
ゆ
っ
く
り
す
る
の
と
、
だ
ら

だ
ら
す
る
の
と
は
別
。 

起
床
や
就
寝
、
三
食
の
食
事

時
間
は
規
則
正
し
く
守
り
ま
し

ょ
う
。
起
床
や
就
寝
、
食
事
の

時
間
が
乱
れ
る
と
体
内
時
計
が

乱
れ
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
て
さ
ら
に
心
身
の
不
調

を
招
き
ま
す 

 

■
ス
ト
レ
ス
溜
め
な
い
事 

六

月

病

の

引

き

金

と

な

っ

た
ス
ト
レ
ス
を
取
り
除
け
ば
、

心
身
の
状
態
は
回
復
し
ま
す
。

た
だ
、
ス
ト
レ
ス
の
原
因
が
仕

事
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
職

場
の
人
間
関
係
で
あ
っ
た
り
と
、

取
り
除
く
の
が
難
し
い
こ
と
も

多
い
も
の
。 

 

そ
ん
な
時
は
、
こ
ま
め
に
心

身
の
疲
れ
を
解
消
し
て
、
ス
ト

レ
ス
を
溜
め
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
気
を
付
け

た
い
の
は
、
疲
労
回
復
の
た
め

に
と
や
っ
て
い
る
こ
と
が
、
実

は
か
え
っ
て
疲
労
を
蓄
積
し
て

い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。
六
月

病
を
長
引
か
せ
な
い
た
め
に
も
、

正
し
い
疲
労
回
復
法
を
知
っ
て
、

実
践
し
ま
し
ょ
う
。 

天

気

が

悪

い

日

は

気

圧

の

関
係
で
酸
素
量
が
減
り
、
疲
れ

を
感
じ
や
す
く
、
回
復
し
に
く

く
な
り
ま
す
。
雨
や
曇
り
の
中
、

気
分
転
換
に
と
わ
ざ
わ
ざ
出
か

け
る
の
は
、
疲
れ
や
す
く
な
っ

て
逆
効
果
で
す
。 

甘

い

も

の

を

食

べ

て

ス

ト

レ
ス
解
消
し
て
い
る
人
は
、
一

時
的
に
血
糖
値
を
上
げ
て
イ
ラ

イ
ラ
を
抑
え
て
い
る
だ
け
。
上

が
っ
た
血
糖
値
が
急
激
に
下
が

る
と
ま
た
気
分
が
落
ち
込
ん
で

し
ま
う
の
で
、
食
べ
過
ぎ
な
い

よ
う
に
。
食
べ
る
な
ら
量
は
少

な
く
そ
の
分
贅
沢
し
て
み
て
は
。 

 

ア
ル
コ
ー
ル
は
気
分
を
高
揚

さ
せ
る
の
で
「
疲
労
感
」
を
解

消
し
て
く
れ
ま
す
が
、
疲
労
そ

の
も
の
は
解
消
で
き
ま
せ
ん
。

肝
臓
や
脳
の
細
胞
に
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
て
疲
れ
や
す
く
な
る
の

で
、
ほ
ど
ほ
ど
に
。
ま
た
、
寝

酒
は
安
眠
を
妨
げ
る
の
で
Ｎ
Ｇ

で
す
。 
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No131 健康がいちばん !   

最近増えている「6 月病」とは 

ストレスを溜めないことが大事 

http://www.sawai.co.jp/kenko~suishinka/theme/201406.html
http://www.sawai.co.jp/kenko~suishinka/theme/201406.html
http://www.sawai.co.jp/kenko~suishinka/theme/201406.html
http://www.sawai.co.jp/kenko~suishinka/theme/201406.html

